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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

通信仕様の設定

通信仕様の設定
外部装置と無手順で通信するために、 コ ン ト ローラの通信仕様の設定を変更し ます。

ZSシ リーズのコ ン ト ローラ と外部装置の接続は、 USBケーブルまたはRS-232Cケーブルで行います。

USBで接続する場合は、 あらかじめパソ コ ンにスマー ト モニ タZeroおよびUSB ド ラ イバを イ ンス ト ール

し て く だ さい。 スマー ト モニ タZeroを イ ンス ト ールする と、 USBケーブルポー ト は通常のCOMポー ト と

し て認識されるので、 RS-232Cと同様に通信できます。 (ボーレー ト などの通信仕様の設定は不要)

ケーブルの配線などの接続方法については、 各コ ン ト ローラのユーザーズマニュアルをご覧 く だ さい。

1. コ ン ト ローラ を[FUN]に切替えます

2. [システム]-[ツウシン]-[プロ ト コル]メ ニューを選択し ます

3. [ムテジュ ン]を選択し ます

4. RS-232C接続の場合は、 [システム]-[ツウシン]-[RS-232C]で外部装置に合った通

信仕様を設定し ます

5. セーブを実行し ます

コ ン ト ローラ を連結し ている場合、 各コ ン ト ローラ を 「無手順通信」 に設定し て く だ さ い。 （ただ

し、 形ZS-HLDCはプロ ト コルを自動認識するため、 「無手順通信」 への設定は不要です。 )また、 [無

手順通信」 設定時には、 スマー ト モニ タZeroとの通信はできません。 スマー ト モニ タZeroとの通信

を行いたい場合は、 「CompoWay/F通信」 に戻し て く だ さい。
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

フ ォーマ ッ ト

フ ォーマ ッ ト
無手順コ マン ドのフ ォーマ ッ ト は以下のとお り です。

（例） 計測値取得コ マン ド 　 　 MEASUREコ マン ド  

※各文字はASCIIコー ド で出力 （FLOWDATAレスポンスは除 く ）

返り値のフ ォーマ ッ ト はコ マン ド によ っ て変わり ます。 

各コ マン ドの内容については、 「無手順コ マン ド一覧」 を参照し て く だ さい。

･MEASURE / M / DATAGET 　 コ マン ド 

返り値は右詰めで11文字＋デ リ ミ タ です。 

変位値の場合は、 単位は （nm） にな り ます。 

不足分は左から スペースで埋ま り ます。

(例） 返り値が、 -30.719923mmである場合 

･BANKGET 　 コ マン ド  

返り値はバン ク番号が1桁で出力されます。 

（例） バン ク番号が2の場合 

･VERGET 　 コ マン ド 

以下の書式で出力されます。 

･その他 　 コ マン ド 

コ マン ドの結果に応じ て、 OKも し く はERが返り ます。 

コ マン ドが正し く 実行された場合 

コ マン ドが正し く 実行されなかった場合、 も し く は、 設定NGであった場合 

デ リ ミ タは、 以下の3種類から選択できます。 

CR/LF/CR+LF

スペース デリ ミ タ

E A S U R E 0 CRM

- 3 0 7 1 9 9 2 3 CR

1 CR

Z S - L D C 2 . 0 0 0 CR

バージ ョ ン

O K CR

E R CR

1feature.fm  3 ページ  ２０１３年１０月１１日　金曜日　午前１１時４５分
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

無手順コ マン ド 一覧

無手順コ マン ド一覧

コマン ド名 フ ォーマ ッ ト 返り値 内容
対応

LDC HLDC MDC DSU

MEASURE MEASURE <タ スク番号>

<デリ ミ タ>

<計測値><デリ ミ タ>  計測値の取得を行いま

す。

<タ スク番号>を省略し た

場合は、 表示されている

計測値を取得し ます。

<タ スク番号>に4を設定

し た と きは全タ スクの計

測値を取得し ます。

○ ○ ○ ○

M M <タ スク番号>

<デリ ミ タ>

<計測値><デリ ミ タ> MEASUREコマン ド と同

じ です。
○ ○ ○ ○

DATAGET DATAGET <ユニ ッ ト 番号> 

<データ番号><デリ ミ タ>

<データ><デリ ミ タ> 処理ユニ ッ ト の計測デー

タ、 設定データ を取得し

ます。

※番号については 「パラ

メ ータ一覧」 を参照し て

く だ さい。

p.7

○ ○ ○ ○

DATASET DATASET <ユニ ッ ト 番号> 

<データ番号> <設定値>

<デリ ミ タ>

OK<デリ ミ タ>

ER<デリ ミ タ>

処理ユニ ッ ト の設定デー

タ を変更し ます。

※番号については 「パラ

メ ータ一覧」 を参照し て

く だ さい。

p.7

○ ○ ○ ○

BANKGET BANKGET <デリ ミ タ> <バン ク番号>

<デリ ミ タ>

現在のバン ク番号を取得

し ます。
○ ○ ○ ○

BANKSET BANKSET <バン ク番号>

<デリ ミ タ>

OK<デリ ミ タ>

ER<デリ ミ タ>

指定し たバン ク番号に切

替えます。
○ ○ ○ ○

ZERORST ZERORST <タ スク番号>

<デリ ミ タ>

OK<デリ ミ タ>

ER<デリ ミ タ>

ゼロ リ セ ッ ト を実行し ま

す。 <タ スク番号>を省略

し た と きは、 現在結果表

示されている タ スクに対

し て実行し ます。 <タ ス

ク番号>に4を設定した と

きは全タ スクに対し て実

行し ます。

○ ○ ○ ×

ZEROCLR ZEROCLR <タ スク番号>

<デリ ミ タ>

OK<デリ ミ タ>

ER<デリ ミ タ>

ゼロ リ セ ッ ト を解除し ま

す。 <タ スク番号>を省略

し た と きは、 現在結果表

示されている タ スクに対

し て実行し ます。 <タ ス

ク番号>に4を設定した と

きは全タ スクに対し て実

行し ます。

○ ○ ○ ×
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

無手順コ マン ド一覧

DATASAVE DATASAVE <デリ ミ タ> OK<デリ ミ タ>

ER<デリ ミ タ>

全バン クデータ を コ ン ト

ローラのフ ラ ッ シュ メ モ

リ にセーブ し ます。

○ ○ ○ ○

VERGET VERGET <デリ ミ タ> <形式 ・ バージ ョ ン

><デリ ミ タ>

システムのバージ ョ ン情

報を取得し ます。

（例） ZS-LDC 　 1.100<デ

リ ミ タ> 

○ ○ ○ ○

BKMC2CTR BKMC2CTR

<バン ク フ ァ イル番号>

<対象コ ン ト ローラCH>

<デリ ミ タ>

OK<デリ ミ タ>

ER<デリ ミ タ>

メ モ リ カー ド に格納され

たバン ク フ ァ イルを、 指

定されたコ ン ト ローラに

転送し ます。

（例） メ モ リ カー ド内の

バン ク フ ァ イル2番のバ

ン クデータ を1CHのコ ン

ト ローラに転送する場合

BKMC2CTR 2 1<デリ ミ タ

>

× × × ○

BKCTR2MC BKCTR2MC

<バン ク フ ァ イル番号>

<対象コ ン ト ローラCH>

<対象バン ク>

<デリ ミ タ>

OK<デリ ミ タ>

ER<デリ ミ タ>

指定されたCHのコ ン ト

ローラの指定されたバン

ク を メ モ リ カー ド に転送

し ます。

（例） 2CHのバン ク3のバ

ン クデータ を メ モ リ カー

ド内のバン ク フ ァ イル10

番に転送する場合

BKCTR2MC 10 2 3<デリ

ミ タ>

× × × ○

FLOWDATA FLOWDATA <デリ ミ タ> <フ ローデータ>＜デ

リ ミ タ＞

ER<デリ ミ タ>

可能な限り短い間隔で計

測データ を取得し たい場

合に使用し ます。 このコ

マン ドはUSB接続時のみ

使用できます。

詳細は 「フ ローデータ リ

フ ァ レンス」 を参照し て

く だ さい。

p.30

○ ○ ○ ×

CFLOGGET CFLOGGET 

<ロギング番号>

<デリ ミ タ>

<計測値><デリ ミ タ>

：

<計測値><デリ ミ タ>

も し く は指定し たロ

ギング番号に相当す

る フ ァ イルがない場

合

NO FILE<デリ ミ タ>

メ モ リーカー ドが挿

入されていない場合

指定された番号のロギン

グフ ァ イルに格納されて

いる計測値を取得し ま

す。 このコ マン ドはUSB

接続時のみ使用できま

す。

ロギング番号には3桁の

数値を入力し ます。 　

（例） ロギング番号1の場

合 　

⇒ 　 001

ロギング番号11の

場合 　

⇒ 　 011

× × ×
○

(*1)

コマン ド名 フ ォーマ ッ ト 返り値 内容
対応

LDC HLDC MDC DSU
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

無手順コ マン ド 一覧

*1 　 形ZS-DSU Ver2.00以降で対応。

※CH指定について 

形ZS-HLDC以外の場合

<デリ ミ タ>の前に、<CH番号>を指定し ます。省略された場合は、コマン ド を受け取ったCHが対象と な り ます。

例） 　 2CHのコ ン ト ローラのTASK2の結果を取得し たい場合 

<デリ ミ タ> 

タ スク番号を指定する場合は、 TASK1 = 0 、 TASK2 = 1 、 TASK3 = 2 、 TASK4 = 3 、 と し て く ださい。

形ZS-LDCについては、 マルチ タ スク非対応のため、 コマン ド を発行する場合は、 ＜タ スク番号＞を省略し

て く だ さい。

形ZS-HLDCの場合、 下記指定方法も使用できます。

CH番号を指定する場合、 コマン ドの先頭に、 #XXを指定し て く だ さい。

CH番号1ならば、 #01と し て く だ さい。 （必ず2桁表記と し て く だ さい。）

( CH1 = #01 )

例） 2CHのコ ン ト ローラのTASK2の結果を取得し たい場合

<デリ ミ タ>

CH指定を省略された場合は、 コ マン ド を受け取ったCHが対象にな り ます。

タ スク番号を指定する場合は、 TASK1 = 0 、 TASK2 = 1 、 TASK3 = 2 、 TASK4 = 3 、 と し て く ださい。

ただ し、 形ZS-MDC/DSUを経由し て形ZS-HLDCにコマン ド を送る場合は、 形ZS-MDC/DSUがコ マン ド を処理

するため形ZS-MDC/DSUのCHを指定し て く だ さい。

※ノ ー ド指定について 

コ マン ドの先頭に、 ＠XX 　 を指定し て く だ さい。

ノ ー ド番号1ならば、 ＠01と し て く だ さい。 （必ず2桁表記と し て く だ さい。） 

省略された場合、 コマン ド を受け取った ノ ー ドが対象にな り ます。 

形ZS-HLDCの場合で、 ノ ー ド指定とCH指定を同時に行な う と きは、

コ マン ドの先頭に＠XX 　 ＃△△と し て く だ さい。

※返り値のフ ォーマ ッ ト について 

MEASURE,M,DATAGET,CFLOGGET,CFDATGETの返り値は11桁で右詰です。 

※大文字、 小文字について 

英字は大文字しか受け付けません。 

※エラーの返り値について 

返り値 「ER」 のほかに、 「2147483647 （固定値）」 が、 返り値と なる場合があ り ます。

発行コマン ドが間違っている場合があ り ますので、 発行コマン ドの内容をお確かめ く だ さい。

CFIMGGET CFIMGGET

<グループ番号>

<ロギング番号>

<デリ ミ タ>

略 指定された画像データ を

取得し ます。 このコマン

ドはUSB接続時のみ使用

できます。

詳細は 「画像データの取得

方法」 を参照して く ださい。

p.36

× × ×
○

(*1)

CFDATGET CFDATGET

<グループ番号>

<デリ ミ タ>

<計測値>

<デリ ミ タ>

：

<計測値>

<デリ ミ タ>

指定されたグループの画

像データに対応したロギ

ングフ ァ イルに格納され

ている計測値を取得し ま

す。 このコマン ドはUSB

接続時のみ使用できます。

詳細は 「画像データの取得

方法」 を参照して く ださい。

p.36

× × ×
○

(*1)

コマン ド名 フ ォーマ ッ ト 返り値 内容
対応

LDC HLDC MDC DSU
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-LDC）

パラ メ ータ一覧 （形ZS-LDC）
DATASETコ マン ド 、 DATAGETコマン ド で取得、 設定できるパラ メ ータは以下のとお り で

す。

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

0 0 計測モー ド 0 ： 標準

1 ： 高精度

2 ： 高速

3 ： 高感度

4 ： カス タム

12 領域1開始点 0～639(pix)

14 領域1終了点 0～639(pix)

24 領域2開始点 0～639(pix)

26 領域2終了点 0～639(pix)

18 露光時間 2～200 (1div:0.1ms) カス タムモー ドのパ

ラ メ ータ19 加算ラ イ ン数 1～200

20 間引き 0 ： OFF

1 ： ON

32 計測周期 112～20000(us)

1 0 ヘ ッ ド設置 0 ： 拡散反射設置

1 ： 正反射設置

2 0 投光量モー ド 0 ： オー ト

1 ： オー ト 範囲

2 ： 固定

2 光量制御対象面 0 ： ピーク

1 ： 表面

2 ： 2面

3 ： 3面

6 固定時投光量 0～800 (1div ： 0.1%)

13 投光量下限 0～800 (1div ： 0.1%)

14 投光量上限 0～800 (1div ： 0.1%)

32 受光量 0～4095

36 投光量 0～800 (1div ： 0.1%)

37 受光量 （表面） 0～4095

38 受光量 （2面） 0～4095

39 受光量 （3面） 0～4095

3 0 測定物 0 ： 標準

1 ： 染み込み

2 ： 鏡

3 ： ガラ ス

4 ： ガラ ス厚み

5 ： ガラ スギャ ッ プ

6 ： カス タム

1 ガラス厚み/ギャ ッ プ

モー ド

0 ： 素ガラス

1 ： 膜つきガラ ス ・ その他

2 ガラス厚み/ギャ ッ プ

モー ド

0 ： 静止

1 ： 移動
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-LDC）

3 3 画像平滑化レベル 0 ： な し

1 ： フ ィ ルタサイズ2

2 ： フ ィ ルタサイズ4

3 ： フ ィ ルタサイズ8

4 ： フ ィ ルタサイズ16

4 加算前背景除去レベ

ル

0～255 （階調）

5 加算後背景除去レベ

ル

0～4095 （階調）

6 エ ッ ジスレ ッ シュ 0 ： 0%

1 ： 12.5%

2 ： 25%

3 ： 37.5%

4 ： 50%

5 ： 62.5%

6 ： 75%

7 ： 87.5%

4 0 相互干渉防止モー ド 0 ： OFF

1 ： ON

1 相互干渉防止タ イ ミ

ング

0 ： タ イ ミ ングA

1 ： タ イ ミ ングB

5 0 ゲイ ン 1～5

40 1 領域1測定面 0 ： 表面

1 ： 裏面

2 ： 3面

ガラス厚み／ギャ ッ

プの移動計測時にお

ける領域1のパラ メ ー

タ領域2のパラ メ ータ

を参照 ・ 設定し たい

場合は、 ユニ ッ ト 番

号に+20し て く だ さ

い。 （※）

32 領域1 　 計測値

（表面）

- (nm)

33 領域1 　 計測値 （2面） - (nm)

34 領域1 　 計測値 （3面） - (nm)

41 0 スケーリ ングモー ド 0 ： OFF

1 ： ON

1 スパン値 -20000～20000 (1div:0.0001)

2 オフセ ッ ト 値 -999999999～999999999 (nm)

42 2 スムーズ 0 ： OFF

1 ： ON

43 2 平均 0 ： 1回

1 ： 2回

2 ： 4回

3 ： 8回

4 ： 16回

5 ： 32回

6 ： 64回

7 ： 128回

8 ： 256回

9 ： 512回

10 ： 1024回

11 ： 2048回

12 ： 4096回

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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9
ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-LDC）

44 2 微分 0 ： OFF

1 ： ON

3 微分サイ クル 1～5000 (ms)

45 2 ホールド タ イ プ 0 ： スルー

1 ： ピーク

2 ： ボ ト ム

3 ： ピークtoピーク

4 ： アベレージ

5 ： サンプル

3 ト リ ガ方法 0 ： 外部

1 ： セルフア ッ プ ト リ ガ

2 ： セルフダウン ト リ ガ

4 ト リ ガレベル -999999999～999999999 (nm)

5 ト リ ガ ヒ ス 0～999999999 (nm)

6 ト リ ガデ ィ レ イ(ms) 0～5000 (ms)

7 サンプ リ ング時間

（ms)

1～5000 (ms)

8 ト リ ガデ ィ レ イモー

ド

0 ： OFF

1 ： ON

46 5 ゼロ リ セ ッ ト 時のオ

フセ ッ ト

-999999999～999999999 (nm)

6 ゼロ リ セ ッ ト モー ド 0 ： リ アル

1 ： ホールド

120 0 非測定時設定 0 ： キープ

1 ： ク ラ ンプ

1 ク ラ ンプ時出力 0 ： MAX

1 ： 20mA

2 ： 12mA

3 ： 4mA

4 ： MIN

121 0 ヒ ス幅 0～999999999 (nm) 判定処理の設定

1 タ イマーモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

2 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)

122 2 モニ タ フ ォーカス

モー ド

0 ： OFF

1 ： ON

3 モニ タ フ ォーカス距

離値1

-999999999～999999999 (nm)

4 モニ タ フ ォーカス距

離値2

-999999999～999999999 (nm)

5 モニ タ フ ォーカス電

流値1

4～20(mA)

6 モニ タ フ ォーカス電

流値2

4～20(mA)

7 モニ タ フ ォーカス電

圧値1

-10～10(V)

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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10
ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-LDC）

（※） 

「ガラ ス厚み/ギャ ッ プ－膜付き/その他－移動」 モー ド を選択し ている と きには、 内部処理は形ZS-MDC と同じ

よ う な タ スク処理が実行されます。 

各タ スクには、 以下のよ う に処理が割り当てられます。

本モー ド では、 各タ スクに対し て計測条件の設定が可能です。

122 8 モニ タ フ ォーカス電

圧値2

-10～10(V)

126 4 外部入力0入力極性 0 ： Lア クテ ィ ブ

1 ： Hアク テ ィ ブ5 外部入力1入力極性

6 外部入力2入力極性

7 外部入力3入力極性

8 外部入力モー ド 0 ： 標準モー ド

1 ： バン ク切替モー ド

2 ： パラ レル入力OFFモー ド

9 制御TASK設定 0 ： TASK1

1 ： TASK2

2 ： TASK3

3 ； TASK4

127 0 外部入力(IN)タ スク

モー ド

0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

5 ： TASKALL

1 外部入力(IN)機能

モー ド

0 ： 標準

1 ： バン ク

2 外部出力(OUT)タ スク

モー ド

0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

4 リ ニア出力タ スク

モー ド

0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

6 デジ タル出力対象 0 ： OFF

1 ： ON

10 外部入力0モー ド 0 ： 使用し ない

1 ： ト リ ガ

2 ： ホールド リ セ ッ ト

3 ： レーザオフ

4 ： ゼロ リ セ ッ ト

11 外部入力1モー ド

12 外部入力2モー ド

13 外部入力3モー ド

タ スク1 領域1の変位値を算出する

タ スク2 領域2の変位値を算出する

タ スク3 タ スク1と タ スク2の差分値 （＝厚み/ギャ ッ プ） を算出する

タ スク4 未使用

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-LDC）

し きい値の設定 

･ 「ガラス厚み／ギャ ッ プ－膜付き／その他－移動」 以外を選択時

･ 「ガラス厚み／ギャ ッ プ－膜付き／その他－移動」 を選択時

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

48 2 し きい値下限値 -999999999～999999999 (nm)

3 し きい値上限値 -999999999～999999999 (nm)

4 ヒ ス幅 0～999999999 (nm)

5 タ イマモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

6 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

88 2 し きい値下限値 -999999999～999999999 (nm)

3 し きい値上限値 -999999999～999999999 (nm)

4 ヒ ス幅 0～999999999 (nm)

5 タ イマモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

6 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）
DATASETコ マン ド 、 DATAGETコマン ド で取得、 設定できるパラ メ ータは以下のとお り で

す。

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

0 0 計測モー ド 0 ： 標準

1 ： 高精度

2 ： 高速

3 ： 高感度

4 ： カス タム

マルチ タ スクOFF時

計測モー ド 1 ： 標準

2 ： 高精度

3 ： 高感度

4 ： カス タム

マルチ タ スクON時

12 領域1開始点 0～639(pix)

14 領域1終了点 0～639(pix)

13 領域1開始ラ イ ン 0～加算ラ イ ン数-1

15 領域1終了ラ イ ン 0～加算ラ イ ン数-1

24 領域2開始点 0～639(pix)

26 領域2終了点 0～639(pix)

25 領域2開始ラ イ ン 0～加算ラ イ ン数-1

27 領域2終了ラ イ ン 0～加算ラ イ ン数-1

18 露光時間 2～200 (1div ： 0.1ms)

マルチ タ スクモー ドOFF時

カス タムモー ドのパ

ラ メ ータ

5～200 (1div ： 0.1ms)

マルチ タ スクモー ドON時

19 加算ラ イ ン数 1～200 　 マルチ タ スクOFF時

8～200 　 マルチ タ スクON時

20 間引き 0 ： な し

1 ： あ り

22 2領域モー ド 0 ： OFF

1 ： ON

23 領域追従モー ド 0 ： 追従な し

1 ： 開始点追従

2 ： 終了点追従

3 ： 開始点、 終了点追従

32 計測周期 112～20000 (us)

192 領域追従モー ドの基

準点テ ィ ーチ

1 ： テ ィ ーチ実施

193 2領域テ ィ ーチ 1 ： テ ィ ーチ実施

1 0 ヘ ッ ド設置 0 ： 拡散正反射設置

1 ： 正反射設置
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

2 0 投光量モー ド 0 ： オー ト

1 ： オー ト 範囲

2 ： 固定

2 光量制御対象面 0 ： ピーク

1 ： 表面

2 ： 2面

3 ： 3面

6 固定時投光量 0～800 (1div ： 0.1%)

13 投光量下限 0～800 (1div ： 0.1%)

14 投光量上限 0～800 (1div ： 0.1%)

32 受光量 0～4095

36 投光量 0～800 (1div ： 0.1%)

37 受光量 （表面） 0～4095

38 受光量 （2面） 0～4095

39 受光量 （3面） 0～4095

3 0 測定物 0 ： 標準

1 ： 染み込み

2 ： 鏡

3 ： ガラ ス

4 ： ガラ ス厚み

2 ガラス/ガラス厚み

モー ド

0 ： モー ド1

1 ： モー ド2

3 画像平滑化レベル 0 ： な し

1 ： フ ィ ルタサイズ2

2 ： フ ィ ルタサイズ4

3 ： フ ィ ルタサイズ8

4 ： フ ィ ルタサイズ16

測定物を変更時には、

選択された測定物に

応じ て、 初期化され

ます。

4 加算前背景除去レベ

ル

0～255 （階調）

6 エ ッ ジスレ ッ シュ 0 ： 0%

1 ： 12.5%

2 ： 25%

3 ： 37.5%

4 ： 50%

5 ： 62.5%

6 ： 75%

7 ： 87.5%

4 0 相互干渉防止モー ド 0 ： OFF

1 ： ON

1 相互干渉防止タ イ ミ

ング

0 ： タ イ ミ ングA

1 ： タ イ ミ ングB

5 0 ゲイ ン 1～5

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

40 0 測定点モー ド 0 ： な し

1 ： 平均

2 ： ピーク

3 ： ボ ト ム

4 ： 厚み

5 ： 段差

6 ： K+mX;+nY

TASK1の設定項目で

す。

ユニ ッ ト 番号40の設

定内容は、 マルチ タ

スクモー ドのみ有効

です。

3 演算パラ メ ータX 0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

4 演算パラ メ ータY 0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

5 演算パラ メ ータK -999999999～999999999 （nm）

8 演算パラ メ ータM -100～100 （1div ： 0.1）

9 演算パラ メ ータN -100～100 （1div ： 0.1）

1 測定面(領域1） 0 ： 表面

1 ： 裏面

2 ： 3面

10 測定面(領域2） 0 ： 表面

1 ： 裏面

2 ： 3面

11 測定点1 （厚み計測

用）

0 ： な し

1 ： 平均

2 ： ピーク

3 ： ボ ト ム

12 測定点2 （厚み計測

用）

0 ： な し

1 ： 平均

2 ： ピーク

3 ： ボ ト ム

13 測定領域 0 ： 領域1

1 ： 領域2

14 ピーク ・ ボ ト ム幅 0～255

32 計測値 （表面） - (nm)

33 計測値 （2面） - (nm)

34 計測値 （3面） - (nm)

41 0 スケーリ ングモー ド 0 ： OFF

1 ： ON

1 スパン値 -20000～20000 （1div ： 0.0001）

2 オフセ ッ ト 値 -999999999～999999999 （nm）

42 2 スムーズ 0 ： OFF

1 ： ON

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

（※） 

「ガラ ス／モー ド2」 も し く は 「ガラス厚み／モー ド2」 を選択し ている と きには、 マルチ タ スクモー ド と同様に、

複数のタ スク を使用し た処理が実行されます。 

各タ スクには、 以下のよ う に処理が割り当てられます。

43 2 平均 0 ： 1回

1 ： 2回

2 ： 4回

3 ： 8回

4 ： 16回

5 ： 32回

6 ： 64回

7 ： 128回

8 ： 256回

9 ： 512回

10 ： 1024回

11 ： 2048回

12 ： 4096回

TASK1の設定項目で

す。

ユニ ッ ト 番号40の設

定内容は、 マルチ タ

スクモー ドのみ有効

です。

44 2 微分 0 ： OFF

1 ： ON

3 微分サイ クル 1～5000 （ms）

45 2 ホールド タ イ プ 0 ： スルー

1 ： ピーク

2 ： ボ ト ム

3 ： ピークtoピーク

4 ： アベレージ

5 ： サンプル

3 ト リ ガ方法 0 ： 外部

1 ： セルフア ッ プ ト リ ガ

2 ： セルフダウン ト リ ガ

4 ト リ ガレベル -999999999～999999999(nm)

5 ト リ ガ ヒ ス 0～999999999(nm)

6 ト リ ガデ ィ レ イ(ms) 0～5000(ms)

7 サンプ リ ング時間

（ms)

1～5000(ms)

8 ト リ ガデ ィ レ イモー

ド

0 ： OFF

1 ： ON

46 5 ゼロ リ セ ッ ト 時のオ

フセ ッ ト

-999999999～999999999(nm)

7 ゼロ リ セ ッ ト モー ド 0 ： リ アル

1 ： ホールド

64 ステータ ス 0 ： OFF 　

1 ： ON

タ スク1 領域1の変位値を算出する

タ スク2 領域2の変位値を算出する

タ スク3 ガラス ： タ スク1と タ スク2のNEAR側の結果を算出する

ガラス厚み ： タ スク1と タ スク2の差分値を算出する

タ スク4 未使用

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

本モー ド では、 各タ スクに対し て計測条件の設定が可能です。

･タ スク構成

形ZS-HLDCはタ スク処理を実行し ています。

各タ スクの処理ユニ ッ ト は20個ずつで区切られています。

よ って、 タ スクNの処理ユニ ッ ト に参照し たい場合は、 上記の処理ユニ ッ ト 番号に、 20

× (N-1)を足し て く だ さい。

　 　 （例）

　 　 　 タ スク2の平均処理を変えたい場合は、

　 　 　 処理ユニ ッ ト 番号＝43＋20×(2-1)＝63

　 　 　 データ番号＝2

　 　 　 のパラ メ ータに参照 ・ 設定し て く だ さい。

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

120 0 ヒ ス幅 0～999999999(nm) 判定処理の設定

1 タ イマーモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

2 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)

3 判定出力対象TASK 0 ： TASK1

1 ： TASK2

2 ： TASK3

3 ： TASK4

121 0 非測定時設定 0 ： キープ

1 ： ク ラ ンプ

122 2 モニ タ フ ォーカス

モー ド

0 ： OFF 　 1 ： ON

3 モニ タ フ ォーカス距

離値1

-999999999～999999999(nm)

4 モニ タ フ ォーカス距

離値2

-999999999～999999999(nm)

5 モニ タ フ ォーカス電

流値1

4～20(mA)

6 モニ タ フ ォーカス電

流値2

4～20(mA)

7 モニ タ フ ォーカス電

圧値1

-10～10(V)

8 モニ タ フ ォーカス電

圧値2

-10～10(V)
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

122 21 出力対象TASK マルチ タ スクモー ドOFF時

0 ： OFF

1 ： ON

マルチ タ スクモー ドON時

0 ： OFF

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

23 ク ラ ンプ時出力 電圧出力時

0 ： MAX

1 ： 10V

2 ： 9V

3 ： 8V

4 ： 7V

5 ： 6V

6 ： 5V

7 ： 4V

8 ： 3V

9 ： 2V

10 ： 1V

11 ： 0V

12 ： -1V

13 ： -2V

14 ： -3V

15 ： -4V

16 ： -5V

17 ： -6V

18 ： -7V

19 ： -8V

20 ： -9V

21 ： -10V

22 ： MIN

電流出力

0 ： MAX

1 ： 20mA

2 ： 19mA

3 ： 18mA

4 ： 17mA

5 ： 16mA

6 ： 15mA

7 ： 14mA

8 ： 13mA

9 ： 12mA

10 ： 11mA

11 ： 10mA

12 ： 9mA

13 ： 8mA

14 ： 7mA

15 ： 6mA

16 ： 5mA

17 ： 4mA

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

123

デジ タル出力

2 モニ タ フ ォーカス

モー ド

0 ： OFF 　 1 ： ON

3 モニ タ フ ォーカス距

離値1

-999999999～999999999(nm)

4 モニ タ フ ォーカス距

離値2

-999999999～999999999(nm)

5 モニ タ フ ォーカス電

流値1

0～65535

6 モニ タ フ ォーカス電

流値2

0～65535

7 モニ タ フ ォーカスク

リ ア

1 ： ク リ ア実行

8 ク ラ ンプ時出力 0～65535

10 出力対象TASK

（計測値出力時）

0 ： TASK1

1 ： TASK2

2 ： TASK3

3 ： TASK4

4 ： 連続

11 出力モー ド 0 ： な し

1 ： 測定値

2 ： 判定

12 更新周期 1～100

124

ロギング

2 モー ド 0 ： OFF

1 ： ON

3 バッ フ ァ間隔 1～65535

4 1データあた りの蓄積

データ量

1～1000

14 TASK1 0 ： OFF

1 ： ON

マルチ タ スクモー ド

ON時

15 TASK2 0 ： OFF

1 ： ON

16 TASK3 0 ： OFF

1 ： ON

17 TASK4 0 ： OFF

1 ： ON

126

連結

0 出力TASK 0 ： TASK1

1 ： TASK2

2 ： TASK3

3 ： TASK4

6 モー ド 0 ： OFF

1 ： ON

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

240

パラ レル入力

4 外部入力0入力極性 0 ： Lア クテ ィ ブ

1 ： Hアク テ ィ ブ5 外部入力1入力極性

6 外部入力2入力極性

7 外部入力3入力極性

8 外部入力モー ド 0 ： 標準モー ド

1 ： バン ク切替モー ド

2 ： パラ レル入力OFFモー ド

9 制御TASK設定 0 ： TASK1

1 ： TASK2

2 ： TASK3

3 ； TASK4

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-HLDC）

し きい値の設定 

マルチ タ スク モー ド OFF時

･ 「ガラス／モー ド 2」 「ガラス厚み／モー ド2」 以外を選択時

･ 「ガラス／モー ド 2」 「ガラス厚み／モー ド2」 を選択時

マルチ タ スク モー ド ON時

･各TASKご とに設定可能

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

48 2 し きい値下限値 -999999999～999999999 (nm)

3 し きい値上限値 -999999999～999999999 (nm)

4 ヒ ス幅 0～999999999 (nm)

5 タ イマモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

6 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

88 2 し きい値下限値 -999999999～999999999 (nm)

3 し きい値上限値 -999999999～999999999 (nm)

4 ヒ ス幅 0～999999999 (nm)

5 タ イマモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

6 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

48 2 し きい値下限値 -999999999～999999999 (nm) TASK １ の設定項

目です。

TASK2～4の設定

に関し ては、

以下のユニ ッ ト

番号です。

TASK2 ： 68

TASK3 ： 88

TASK4 ： 108

3 し きい値上限値 -999999999～999999999 (nm)

4 ヒ ス幅 0～999999999 (nm)

5 タ イマモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

6 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-MDC）

パラ メ ータ一覧 （形ZS-MDC）
DATASETコ マン ド 、 DATAGETコマン ド で取得、 設定できるパラ メ ータは以下のとお り で

す。

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

0 0 データAの入力先CH 0～11(CH)

1 データBの入力先CH 0～11(CH)

2 データCの入力先CH 0～11(CH)

3 データDの入力先CH 0～11(CH)

4 データEの入力先CH 0～11(CH)

5 データFの入力先CH 0～11(CH)

6 データGの入力先CH 0～11(CH)

7 データHの入力先CH 0～11(CH)

8 データIの入力先CH 0～11(CH)

9 データAの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

10 データBの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

11 データCの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

12 データDの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

13 データEの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

14 データFの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

15 データGの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

16 データHの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

17 データIの入力モー ド 0 ： OFF 　 1 ： ON

32 取得結果A -999999999～999999999 (nm)

33 取得結果B -999999999～999999999 (nm)

34 取得結果C -999999999～999999999 (nm)

35 取得結果D -999999999～999999999 (nm)

36 取得結果E -999999999～999999999 (nm)

37 取得結果F -999999999～999999999 (nm)

38 取得結果G -999999999～999999999 (nm)

39 取得結果H -999999999～999999999 (nm)

40 取得結果I -999999999～999999999 (nm)

40 0 データ設定モー ド 0 ： OFF

1 ： 個別

2 ： 演算
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-MDC）

40 1 個別設定モー ド 0 ： 入力A

1 ： 入力B

2 ： 入力C

3 ： 入力D

4 ： 入力E

5 ： 入力F

6 ： 入力G

7 ： 入力H

8 ： 入力I 

2 演算設定モー ド 0 ： 厚み 　 （K-(X+Y)）

1 ： 段差 　 （X-Y）

2 ： K+mX+nY

3 ： AVE

4 ： MAX-MIN

3 演算パラ メ ータX 0 ： 入力A

1 ： 入力B

2 ： 入力C

3 ： 入力D

4 ： 入力E

5 ： 入力F

6 ： 入力G

7 ： 入力H

8 ： 入力I

9 ： TASK1

10 ： TASK2

11 ： TASK3

12 ： TASK4

4 演算パラ メ ータY

5 演算パラ メ ータK -999999999～999999999 (nm)

6 演算パラ メ ータm -100～100 (×0.1)

7 演算パラ メ ータn -100～100 (×0.1)

8 入力A設定

（AVE,MAX-MIN）

0 ： OFF

1 ： ON

9 入力B設定

（AVE,MAX-MIN）

10 入力C設定

（AVE,MAX-MIN）

11 入力D設定

（AVE,MAX-MIN）

12 入力E設定

（AVE,MAX-MIN）

13 入力F設定

（AVE,MAX-MIN）

14 入力G設定

（AVE,MAX-MIN）

15 入力H設定

（AVE,MAX-MIN）

16 入力I設定

（AVE,MAX-MIN）

17 TASK1設定

（AVE,MAX-MIN）

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-MDC）

40 18 TASK2設定

（AVE,MAX-MIN）

0 ： OFF

1 ： ON

19 TASK3設定

（AVE,MAX-MIN）

20 TASK4設定

（AVE,MAX-MIN）

21 厚み -999999999～999999999 (nm)

41 0 スケーリ ングモー ド 0 ： OFF

1 ： ON

1 スパン値 -20000～20000 (×0.0001)

2 オフセ ッ ト 値 -999999999～999999999 (nm)

42 2 スムーズ 0 ： OFF

1 ： ON

43 2 平均 0 ： 1回

1 ： 2回

2 ： 4回

3 ： 8回

4 ： 16回

5 ： 32回

6 ： 64回

7 ： 128回

8 ： 256回

9 ： 512回

10 ： 1024回

11 ： 2048回

12 ： 4096回

44 2 微分 0 ： OFF

1 ： ON

3 微分サイ クル 1～5000 (ms)

45 2 ホールド タ イ プ 0 ： スルー

1 ： ピーク

2 ： ボ ト ム

3 ： ピークtoピーク

4 ： アベレージ

5 ： サンプル

3 ト リ ガ方法 0 ： 外部

1 ： セルフア ッ プ ト リ ガ

2 ： セルフダウン ト リ ガ

4 ト リ ガレベル -999999999～999999999 (nm)

5 ト リ ガ ヒ ス 0～999999999 (nm)

6 ト リ ガデ ィ レ イ （ms) 0～5000 (ms) 

7 サンプ リ ング時間

（ms)

1～5000 (ms)

8 ト リ ガデ ィ レ イモー

ド

0 ： OFF

1 ： ON

46 5 ゼロ リ セ ッ ト 時のオ

フセ ッ ト

-999999999～999999999 (nm)

6 ゼロ リ セ ッ ト モー ド 0 ： リ アル

1 ： ホールド

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-MDC）

120 0 非測定時設定 0 ： キープ

1 ： ク ラ ンプ

1 ク ラ ンプ時出力 0 ： MAX

121 0 ヒ ス幅 0～999999999 (nm)

1 タ イマーモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

2 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)

122 2 モニ タ フ ォーカス

モー ド

0 ： OFF

1 ： ON

3 モニ タ フ ォーカス距

離値1

-999999999～999999999 (nm)

4 モニ タ フ ォーカス距

離値2

-999999999～999999999 (nm)

5 モニ タ フ ォーカス電

流値1

4～20(mA)

6 モニ タ フ ォーカス電

流値2

4～20(mA)

7 モニ タ フ ォーカス電

圧値1

-10～10(V)

8 モニ タ フ ォーカス電

圧値2

-10～10(V)

125 4 外部入力0入力極性 0 ： Lア クテ ィ ブ

1 ： Hアク テ ィ ブ5 外部入力1入力極性

6 外部入力2入力極性

7 外部入力3入力極性

8 外部入力モー ド 0 ： 標準モー ド

1 ： バン ク切替モー ド

2 ： パラ レル入力OFFモー ド

9 制御TASK設定 0 ： TASK1

1 ： TASK2

2 ： TASK3

3 ； TASK4

126 0 外部入力(IN)タ スク

モー ド

0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

5 ： TASKALL 

1 外部入力(IN)機能モー

ド

0 ： 標準

1 ： バン ク

2 外部出力(OUT)タ スク

モー ド

0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-MDC）

･タ スク構成 

形ZS-MDCはタ スク処理を実行し ています。 

各タ スクの処理ユニ ッ ト は20個ずつで区切られています。 

よ っ て、 タ ス ク Nの処理ユニ ッ ト に参照し たい場合は、 上記の処理ユニ ッ ト 番号に、 20

× (N-1)を足し て く だ さい。 

　 　 （例） 

　 　 　 タ スク2の平均処理を変えたい場合は、 

　 　 　 処理ユニ ッ ト 番号＝43＋20×(2-1)＝63 

　 　 　 データ番号＝2 

　 　 　 のパラ メ ータに参照 ・ 設定し て く だ さい。 

し きい値の設定 

･タ スク1の場合

タ スクNのし きい値を変更し たい場合は、 ユニ ッ ト 番号を以下に変更し て く だ さい。 

ユニ ッ ト 番号＝48＋20×(N－1)

126 4 リ ニア出力タ スク

モー ド

0 ： な し

1 ： TASK1

2 ： TASK2

3 ： TASK3

4 ： TASK4

6 デジ タル出力対象 0 ： OFF

1 ： ON

10 外部入力0モー ド 0 ： 使用し ない

1 ： ト リ ガ

2 ： ホールド リ セ ッ ト

3 ： レーザオフ

4 ： ゼロ リ セ ッ ト

11 外部入力1モー ド

12 外部入力2モー ド

13 外部入力3モー ド

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

48 2 し きい値下限値 -999999999～999999999 (nm)

3 し きい値上限値 -999999999～999999999 (nm)

4 ヒ ス幅 0～999999999 (nm)

5 タ イマモー ド 0 ： OFF

1 ： オフデ ィ レ イ

2 ： オンデ ィ レ イ

3 ： ワンシ ョ ッ ト

6 デ ィ レ イ時間 1～5000(ms)

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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ZS シ リーズ
無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-DSU）

パラ メ ータ一覧 （形ZS-DSU）
DATASETコ マン ド 、 DATAGETコマン ド で取得、 設定できるパラ メ ータは以下のとお り で

す。

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

0 0 ソースAの入力CH 0 ： 1CH

1 ： 2CH

2 ： 3CH

3 ： 4CH

4 ： 5CH

5 ： 6CH

6 ： 7CH

7 ： 8CH

8 ： 9CH

9 ： 10CH

：

13 ： 14CH

1 ソースBの入力CH

2 ソースCの入力CH

3 ソースDの入力CH

4 ソースEの入力CH

5 ソースFの入力CH

6 ソースGの入力CH

7 ソースHの入力CH

8 ソースIの入力CH

9 ソースJの入力CH

10 ソースKの入力CH

11 ソースLの入力CH

12 ソースMの入力CH

13 ソースNの入力CH

14 ソースAの選択TASK 0 ： TASK1

1 ： TASK2

2 ： TASK3

3 ： TASK4

4 ： 入力A

5 ： 入力B

：

13 ： 入力I

連結されている コ ン

ト ローラが形ZS-MDC

の場合、 有効です。
15 ソースBの選択TASK

16 ソースCの選択TASK

17 ソースDの選択TASK

18 ソースEの選択TASK

19 ソースFの選択TASK

20 ソースGの選択TASK

21 ソースHの選択TASK

22 ソースIの選択TASK

23 ソースJの選択TASK

24 ソースKの選択TASK

25 ソースLの選択TASK

26 ソースMの選択TASK

27 ソースNの選択TASK

28 ソースAの保存モー ド 0 ： OFF

1 ： ON29 ソースBの保存モー ド

30 ソースCの保存モー ド

31 ソースDの保存モー ド

32 ソースEの保存モー ド

33 ソースFの保存モー ド

34 ソースGの保存モー ド

35 ソースHの保存モー ド
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ZS シ リーズ

無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-DSU）

0 36 ソースIの保存モー ド 0 ： OFF

1 ： ON37 ソースJの保存モー ド

38 ソースKの保存モー ド

39 ソースLの保存モー ド

40 ソースMの保存モー ド

41 ソースNの保存モー ド

64 取得結果A -999999999～999999999 (nm)

65 取得結果B

66 取得結果C

67 取得結果D

68 取得結果E

69 取得結果F

70 取得結果G

71 取得結果H

72 取得結果I

73 取得結果J

74 取得結果K

75 取得結果L

76 取得結果M

77 取得結果N

1 0 開始 ト リ ガモー ド 0 ： な し

1 ： 外部入力

2 ： データ

3 ： ウイ ン ド ウ

4 ： I/O

5 ： 時刻

1 開始 ト リ ガ

ト リ ガエ ッ ジ極性

0 ： 立ち上がり

1 ： 立ち下り

2 開始 ト リ ガ

データ選択

0 ： ソースA

1 ： ソースB

：

13 ： ソースN

3 開始 ト リ ガ

デ ィ レ イ

-9999～9999 (ms) (*1)

-127～127 （枚） (*2)

(*1) 画像保存OFF時

(*2) 画像保存ON時

4 開始 ト リ ガ

データ スレ ッ シュ

-999999999～999999999 (nm)

6 開始 ト リ ガ

ウイ ン ド ウモー ド

0 ： ウイ ン ド ウイ ン

1 ： ウイ ン ド ウアウ ト

7 開始 ト リ ガ

ウイ ン ド ウ上限値

-999999999～999999999 (nm)

8 開始 ト リ ガ

ウイ ン ド ウ下限値

-999999999～999999999 (nm)

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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パラ メ ータ一覧 （形ZS-DSU）

1 10 開始 ト リ ガ

入出力結果 　 I/O選択

0 ： IN0

1 ： IN1

2 ： IN2

3 ： IN3

4 ： OUT0

5 ： OUT1

6 ： OUT2

7 ： OUT3

8 ： OUT4

12 終了 ト リ ガモー ド 0 ： ボタ ン

1 ： 外部入力

2 ： データ

3 ： ウイ ン ド ウ

4 ： I/O

5 ： 時刻

6 ： データ数

7 ： 時間

画像保存ON時は 「時

間」 選択不可

13 終了 ト リ ガ

ト リ ガエ ッ ジ極性

開始 ト リ ガ と同様

14 終了 ト リ ガ

データ選択

15 終了 ト リ ガ

データ スレ ッ シュ

17 終了 ト リ ガ

ウイ ン ド ウモー ド

18 終了 ト リ ガ

ウイ ン ド ウ上限値

19 終了 ト リ ガ

ウイ ン ド ウ下限値

21 終了 ト リ ガ

入出力結果 　 I/O選択

24 終了 ト リ ガ

ロギングデータ点数

1～999999 (*1)

1～128 (*2)

(*1) 画像保存OFF時

(*2) 画像保存ON時

2 0 保存モー ド 0 ： ワンシ ョ ッ ト

1 ： リ ピー ト

画像保存ON時はリ

ピー ト 選択不可

1 リ ピー ト モー ド 0 ： 新フ ァ イル

1 ： 追記

2 ： 上書き

画像保存ON時は追記

は選択不可

2 リ ピー ト 終了条件 0 ： な し

1 ： ト リ ガ回数

2 ： 時間 （タ イムアウ ト ）

3 リ ピー ト 終了条件

ト リ ガ回数

1～100000 （回）

6 画像保存間隔 0 ： すべて

1 ： NG保存

画像保存ON時のみ有

効

7 NG保存モー ド 0 ： OR

1 ： AND

8 画像保存モー ド 0 ： 標準

1 ： 最新

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

パラ メ ータ一覧 （形ZS-DSU）

ラベル入力と時間設定については設定 ・ 参照する こ とができません。 

判定関連 

画像ロギング関連

3 1 I/Oデータ 0 ： 保存な し

1 ： 保存あ り

2 保存方向 （並び） 0 ： 列方向

1 ： 行方向

3 改行入力 0 ： 無視

1 ： 有効

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

40 0 入力ソース 0 ： ソースA

1 ： ソースB

2 ： ソースC

3 ： ソースD

4 ： ソースE

5 ： ソースF

6 ： ソースG

7 ： ソースH

8 ： ソースI

9 ： ソースJ

10 ： ソースK

11 ： ソースL

12 ： ソースM 

13 ： ソースN 

1 し きい値下限値 -999999999～999999999 (nm)

2 し きい値上限値 -999999999～999999999 (nm)

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考

20 0 画像割付 0 ： な し

1 ： 1CH

2 ： 2CH

：

14 ： 14CH 

1 画像保存 0 ： OFF

1 ： ON

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 設定範囲/出力範囲 備考
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フ ローデータ リ フ ァ レンス

フ ローデータ リ フ ァ レンス

フ ローデータ とは

ZSシ リーズでは、 最速110usの高速サンプ リ ング計測が実現し ています。 

これらの計測データ を外部機器で扱いたい場合、大容量のデータ を取り込むこ とにな り ます。 

ZSシ リーズでは、計測データ を任意のデータ数の固ま り で扱い、固ま り ご とに取得できる

仕組みを用意し ています。 

このデータの固ま り を フ ローデータ と呼んでいます。

フ ローデータはUSB接続の場合のみ出力できます。

■ フ ローデータ取得方法 
指定されたバッ フ ァサイズ分 （最大1000データ） データが蓄積された と きに、 フ ロー

データ取得コ マン ド を受け付けていたら、 データ をま とめて出力し ます。 

デー タ を受け取る側 （パソ コ ンなど） は、 コ ン ト ローラに計測データがバッ フ ァサイ

ズ分だけ蓄積される前に、 コ マン ド を発行し なければな り ません。  

コ ン ト ローラに計測データがバッ フ ァサイズ分だけ蓄積された と きに、 コマン ド を受け取っていな

い場合は、 過去のデータ を上書き し て し まいます。

この場合は、 バッ フ ァオーバーフ ローのエラーフ ラグが立ちます。 

データ を受け取る側 （パソ コ ンなど） は、 このフ ラグを見て、 コ マン ドの発行が間に合っているか

確認し て く だ さい。
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無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

フ ローデータ リ フ ァ レンス

フ ォーマ ッ ト

フ ローデータ取得コ マン ド を出力後、以下のフ ォーマ ッ ト でバイナ リデータが出力されま

す。

フ ローデータ レスポンス構成 　 p.34

フ ローデータデータのレスポンスデータは速度を最優先するためにバイナ リ データ と な り ます。 

し たがって、 ハイパーター ミ ナルなど汎用的な通信ツールでは受信できない場合があ り ます。

■ バッ フ ァサイズ、 バッ フ ァ間隔
コ ン ト ローラに蓄積する計測データのバッ フ ァサイズと、 そのバッ フ ァ間隔は、 変更

する こ とができます。 

以下のパラ メ ータ を変更し て く だ さい。 

※パラ メ ータの変更および参照は、 「DATAGET」 「DATASET」 コ マン ド を使用し ます。 

■ ロギングデータ 
コ ン ト ローラに蓄積するデータは選択する こ とができます。 

● 形ZS-LDCの場合
最大3データ まで蓄積可能 

※設定値は計測モー ド に応じ て変わり ます。

･ 「ガラス厚み／ギャ ッ プ－膜付き／その他－移動」 の場合

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 内容

124 2 フ ローデータ蓄積モー ド 0 ： OFF

1 ： ON

3 バッ フ ァ間隔 0～65535 （個）

4 バッ フ ァサイズ 1～1000 （個）

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 内容

124 5 蓄積データ1 ※

6 蓄積データ2

7 蓄積データ3

値 内容

0 蓄積な し

1 領域1の結果

2 領域2の結果

3 厚み/ギャ ッ プ値

ヘ ッ ダ部 （4byte） データ部 （4byte）
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フ ローデータ リ フ ァ レンス

･上記以外のガラス厚み／ギャ ッ プ

･上記以外の場合

● 形ZS-HLDCの場合

・ マルチ タ スクモー ドOFF時

･測定物が 「ガラス／モー ド2」 も し く は 「ガラス厚み／モー ド2」 の場合

･測定物が上記以外の場合

・ マルチ タ スクモー ドON時

値 内容

0 蓄積な し

1 厚み/ギャ ッ プ値

値 内容

0 蓄積な し

1 距離値 （計測値）

ユニ ッ ト 番号 データ番号 値 内容

124 5 0 蓄積な し

1 領域1の結果を蓄積

2 領域2の結果を蓄積

3 ガラス表面も し く はガラス厚みの結果を蓄積

ユニ ッ ト 番号 データ番号 値 内容

124 5 0 蓄積な し

1 蓄積あ り

ユニ ッ ト 番号 データ番号 値 内容

124 14 0 TASK1の結果を蓄積し ない

1 TASK1の結果を蓄積する

15 0 TASK2の結果を蓄積し ない

1 TASK2の結果を蓄積する

16 0 TASK3の結果を蓄積し ない

1 TASK3の結果を蓄積する

17 0 TASK4の結果を蓄積し ない

1 TASK4の結果を蓄積する
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無手順通信コマン ド リ フ ァ レンス

フ ローデータ リ フ ァ レンス

● 形ZS-MDCの場合
最大9データ まで蓄積可能 

蓄積するデータ を増やすと、 コ ン ト ローラの計測周期も延びます。 

設定後、 [システム]－[情報]－[周期]を確認し て く だ さい。

ユニ ッ ト 番号 データ番号 パラ メ ータ 内容

124 5 蓄積データ1 0 ： 蓄積な し

1 ： タ スク1の計測結果

2 ： タ スク2の計測結果

3 ： タ スク3の計測結果

4 ： タ スク4の計測結果

5 ： 入力Aの計測結果

6 ： 入力Bの計測結果

7 ： 入力Cの計測結果

8 ： 入力Dの計測結果

9 ： 入力Eの計測結果

10 ： 入力Fの計測結果

11 ： 入力Gの計測結果

12 ： 入力Hの計測結果

13 ： 入力I の計測結果

6 蓄積データ2

7 蓄積データ3

8 蓄積データ4

9 蓄積データ5

10 蓄積データ6 

11 蓄積データ7

12 蓄積データ8

13 蓄積データ9
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フ ローデータ リ フ ァ レンス

フ ローデータ レスポンス構成

ヘ ッ ダ部詳細

*1 TASK番号＝bitデータ＋1 

例．bitデータ＝10B＝2 (dec)のと き、 

　 　 TASK3のデータ である こ と を示す。

*2 入力線は、 下位bitから 

ZSの場合、

･ 入力端子4 （未使用。 常に0）

･ 入力端子3 

･ 入力端子2

･ 入力端子1

･ 入力端子0 とする （全5入力）。 

FlowDATA 1パケ ッ ト

ヘ ッ ダ部 データ部

1byte目 2byte目 3byte目 4byte目 －

A B C D E F G H I J K L Data データの意味

8 1 1 2 4 5 1 2 1 1 1 5 32 bit数 =計64bit

データ 名称 内容

A 不使用 予約bit

B FlowDATAあふれbit 通常0。 FlowDATA蓄積のあふれがあった場合は1

C 小数点情報 通常0。 0 ： nmオーダー、 1 ： μmオーダー

D TASK番号 TASK1～TASK4(*1)

E CH番号 データ元のCH番号

F ユニ ッ ト 状態 （入力） 各種入力線のON/OFFを状態を示す。 (*2)

G FlowDATA停止bit ・ 以後はFlowDATA垂れ流されない場合、 すべての

データが1 （単発要求時は常に1）

・ 以後も連続し てFlowDATAが垂れ流される場合は、

すべてのデータが0 （FlowDATA要求 （連続） し て

から、 停止されるまで。）

H TASK判定結果bit データ元TASKの判定結果を示す(*3)

I 使用禁止 予約bit

J

K

L ユニ ッ ト 状態 （出力） 出力状態 （計測結果状態） を示す。 (*4)

Data 計測データ 符号付き32bitデータ

小数点情報部が0の場合 ： nm単位のデータ

小数点情報部が1の場合 ： μm単位のデータ 
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フ ローデータ リ フ ァ レンス

*3 受信されるデータ と状態は以下のとお り 

00b = 未実行 

01b = LOW

10b = PASS 

11b = HIGH 

*4 出力状態は、 下位bitから

ZSの場合、 

･ 出力端子4 　 （Busy出力） 

･ 出力端子3 　 （Enable出力） 

･ 出力端子2 　 （Low出力） 

･ 出力端子1 　 （Pass出力） 

･ 出力端子0 　 （High出力） 

とする。 （全5出力） カ ッ コ内は標準状態 

［フ ローデータ設定例］

DATASET 124 2 1

DATASET 124 3 1

DATASET 124 4 1

DATASET 0 0 1

DATASET 0 1 2

DATASET 0 2 3

DATASET 0 3 4

DATASET 124 5 5

DATASET 124 6 6

DATASET 124 7 7

DATASET 124 8 8

DATASAVE

FLOWDATA

 ON

 1

 1

A 1CH

B 2CH

C 3CH

D 4CH

1 A

2 B

3 C

4 D

bit

4 BUSY

3 ENABLE

2 LOW

1 PASS

0 HIGH

TASK bit

00b=

01b=LOW

10b=PASS

11b=HIGH

FlowData bit

 ON/OFF

bit

4 0

3

2

1

0

CH

TASK

0 nm 1 m

FlowData bit

0 FlowData 1

F F 8 1 0 1 0 6 4 2 7 2 4 D 0 A

1 1728476821 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0

F F 8 2 0 1 0 6 5 A 7 4 F 1 0 3

1 661556101 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1

F F 8 3 0 3 1 2 F F 8 3 7 4 0 5

1 915220471 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

F F 8 4 0 3 1 2 4 0 1 1 8 B 0 5

1 930000001 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1

A B C D E F G H I J K L
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画像データの取得方法

形
画像データの取得方法 
形ZS-DSU(Ver2.00以降)では、形ZFVから画像データ をロギングする こ とができます。 メ モ

リーカー ド に格納された画像データは、 メ モ リーカー ド をパソ コ ンに挿入する こ と で、 画

像フ ァ イル(.bmp)と し て確認する こ とができます。 また、 メ モ リーカー ド を形ZS-DSUに挿

入し たまま、 以下のコ マン ド を用いてパソ コ ンに取り込むこ と もできます。

※グループ番号とは、 ロギング ト リ ガご とに割り振られるロギンググループの番号です。

※ロギング番号とは、 一度のロギング処理内で割り振られる通し番号 （ロギング番号） です。

※画像データの受信はXMODEM通信にて行います。 （次項を参照し て く だ さい）

･＜参考＞メ モ リ カー ド内のフ ォルダ構成

（例） 

(*)印の画像データ を読み取り たい場合には、 以下のよ う にコマン ド入力し ます。

CFIMGGET 　 001 　 002<デリ ミ タ> 

001 . . . . グループ番号

002 . . . . ロギング番号

※数字は3桁で入力し ます。

※OK/NGフ ォルダの指定は不要です。

また、 ロギングされた画像データに対応し た計測結果を取得する こ とができます。 計測結果は同じグループ

フ ォルダのlogフ ァ イルに格納されています。 以下のコマン ド を用いてパソ コ ンに取り込むこ とができます。

コマン ド名 フ ォーマ ッ ト

CFIMGGET CFIMGGET <グループ番号> <ロギング番号> <デリ ミ タ>

コマン ド名 フ ォーマ ッ ト

CFDATGET CFDATGET <グループ番号> <デリ ミ タ>

ト ッ プ OMRON LOG 日付1 Log000.log

Log001.log

日付2 Log002.log

↓グループ番号

IMG 日付 000 Log.log ↓ロギング番号

OK 000_***.bmp

001_***.bmp

フ ォルダ

NG 002_***.bmp

フ ァ イル ↓グループ番号

001 Log.log ↓ロギング番号

OK 000_***.bmp

NG 001_***.bmp

002_***.bmp (*)
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画像データの取得方法

● XMODEM通信の流れ
本コマン ド を用いて、 画像データ を取得する場合は、 XMODEM通信によ り画像データ を取得し ます。 通信の

流れは以下のとお り です。

上位機器 （パソ コ ン） ZS-DSU

CFIMGGETコ マン ド

「READY」 返答
XMODEM切替

XMODEM切替

受信要求

※1パケ ッ ト ＝128byte

（CRCによるチ ェ ッ ク）

NAK (a)

128byte分のデータ （BK No.1）

要求の返信開始

（BK No.1送信）

※ 「C」 送信時は無応答

データ正常受信

※データ を異常受信し た

場合は、 「NAK」 を返す

ACK

128byte分のデータ （BK No.2） （BK No.2送信）

データ正常受信 ACK

128byte分のデータ （BK No.*） （BK No.*送信）

データ正常受信 ACK

EOT
全データ送信完了

XMODEMアボー ド
ACK

OK
完了
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使用例

使用例
一例と し て、 Windows標準ツールのHyperTerminalを用いて、 無手順コ マン ド による通信を

行う手順を説明し ます。

1. HyperTerminalを立ち上げて く だ さい。

[プログラム]－[ア クセサリ]－[通信]の下に、 ハイパーター ミ ナルはあ り ます。

①適当なプロジ ェ ク ト 名を入れて く だ さい。

②接続方法にZSが接続されているCOMポー ト を選択し て く だ さい。

③各通信条件を設定し ます。
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使用例

④ハイパーター ミ ナルが立ち上がり ます。

2. コ マン ド のやり と りが分かりやす く なるよ う に、 エ コーなどの設定を し ます。

①プロパテ ィ を開きます。

②設定タ グを選択し て、 ASCII設定を選択し ます。
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使用例

③以下の項目にチ ェ ッ ク を入れます。 チ ェ ッ ク を入れた後はOKを押し て設定を完了し

ます。

3. ZSの通信条件を設定し ます。

① 「システム」 － 「通信」 － 「RS-232C」 を上記の設定に合わせます。

② 「システム」 － 「通信」 － 「プロ ト コル」 を無手順にし ます。

4. ZSをRUNモー ド に切替えます。

5. 無手順通信を実行し ます。

①コマン ド を入力し ます。 入力後、 リ ターンキーを押し ます。
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使用例

②コ ン ト ローラから コ マン ド に応じ た返り値が返り ます。
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改訂履歴

改訂履歴

改訂記号 改訂日付 内容

A 2004年10月 初版

B 2005年6月 ・ 形ZS-DSU(Ver200)対応コマン ド、 パラ メ ータ を追加

・ ZFV連結に対応

C 2005年10月 ・ 形ZS-HLDC対応コマン ド、 パラ メ ータ を追加

C 2006年2月 ・ 軽微修正

C 2008年6月 ・ 軽微修正

C 2009年7月 ・ 軽微修正

C 2012年11月 ・ 軽微修正

D 2013年10月 ・ 軽微修正
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